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［ 学年主任編 事例１ ］

インタビューの
記録から

学年通信の主な内容

月に３回程度発行しています

児童生徒に対して

・ 次に 取 り 組 む 学 習

のね ら い や 準 備 を

を伝える。

・ 充実 し た 生 活 の 様

子や 活 動 内 容 を 伝

える。

・ 児童 生 徒 に 考 え て

ほし い 内 容 を 伝 え

る。

・ 行 事 や 学 習 、 生 活

で の 取 組 に つ い て

意 味 や 意 義 を 伝 え

る。

・ 保 護 者 の 協 力 や 理

解を求める。

・ 共 通 理 解 が と れる

よ う に 指 導 の ねら

い や 手 立 て を 確認

する。

学校で何に取り組ん

でいるのか分かって

安心。家庭でも気を

付けられるわ。

・家庭での支援や

指導

・子どもとの会話

・学習のねらいの確認
・児童生徒の実態や希望
を生かした授業づくり

指導のねら

いや方法が

共通理解で

きて、職員

一丸で取り

組む気持ち

が強くなっ

たよ！。

学年通信

＊「保護者は我が
子の学校での

様子や他の子

どもや先生方

とのかかわり

が分からない

と、不安を感

じたり不信が

募っていくこ

とがあります。

不安が積もり

積もっていく

と 取り返しが

つかなくなっ

てしまうこと

があります。

そのために、

できるだけ子

どもの様子や

学校の取組、

できれば保護

者の意見を伝

え合う必要が

あると感じて

います。」

＊「学年通信で

は『見たこと聞

いたこと、ち

ょっと嬉しい

話』というコー

ナーを設け、

生徒の良い言

動を伝えるよ

うにしていま

す。」

＊学年通信を媒
体にし 、生徒

・職員・家庭

が同じ情報を

共有しながら

子どもの成長

を願い、同じ

方向で考えて

いけるように

しています。」 保 護 者

児童生徒

教 職 員

学年通信で学校・家庭・生徒間での情報

の交流を充実させましょう
そこで

・学校での学習や生活などの児童生徒の様子
・職場体験学習や修学旅行の児童生徒の感想
・家庭にお願いしたいこと
・学校、学年としての指導や支援の方針
・行事や学習のねらいや身に付けて欲しい力
・保護者アンケートの結果や感想
・発達段階の上で必要、大切な生活習慣確立のための
情報提供
・子どもを取り巻く地域や社会の動向

保護者に対して 職員に対して

指導方針の確認

何のために。何を勉強する

のか分かってきた！

学年主任として生徒や保護者や職員との

意思疎通を深めたい


